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本
日
は
、
全
国
道
路
利
用
者

会
議
第
72
回
全
国
大
会
に
古
賀

会
長
を
は
じ
め
、
全
国
か
ら
多

数
の
会
員
の
皆
様
に
ご
参
加
の

元
、
佐
々
木
道
路
局
次
長
、
橋

本
北
海
道
局
長
、
高
速
道
路
会

社
役
員
の
皆
様
、
ま
た
地
元
北

海
道
の
鈴
木
知
事
、
秋
元
札
幌

市
長
、
小
畑
北
海
道
議
会
議

長
、
さ
ら
に
多
く
の
国
会
議
員

の
ほ
か
、
多
数
の
来
賓
の
皆

様
に
ご
臨
席
を
賜
り
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
道
路
は
国
民

生
活
や
社
会
経
済
活
動

を
支
え
る
最
も
重
要
な

イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
ま
す

が
、
高
規
格
道
路
に
お
け
る
ミ

ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
を
は
じ
め
、

自
然
災
害
に
伴
う
交
通
障
害
や

通
学
路
に
お
け
る
交
通
事
故
、

道
路
施
設
の
老
朽
化
な
ど
様
々

な
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
北
海
道
に
お
い
て
は
、

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
に

お
け
る
巨
大
地
震
が
切
迫
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
災
害
に
強
い

国
土
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

８
月
に
は
北
海
道
地
方
で
も

記
録
的
な
大
雨
が
あ
り
ま
し
た

が
、
今
年
も
豪
雨
や
台
風
に
よ

り
、
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
て
お
り
ま
す
。
国
土
交
通

省
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
、
東
日
本
大
震
災
や
、
近

年
、
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
大

規
模
自
然
災
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
「
防
災
・
減

災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５

か
年
加
速
化
対
策
」
に
基
づ
い

て
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
施
策

を
総
動
員
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
の
取
組
み
を
着
実
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
一
安
全
、
ス
マ

ー
ト
で
持
続
可
能
な
道
路
交
通

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
、
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
取

組
み
に
加
え
て
、
人
流
・
物
流

を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
拠

点
の
整
備
、
老
朽
化
対
策
や
、

道
路
分
野
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
、
Ｇ

Ｘ
の
取
組
を
し
っ
か
り
と
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

日
常
的
に
道
路
を
利
用
さ
れ

る
方
々
の
声
も
大
事
に
し
て
、

利
用
者
目
線
に
立
っ
た
局
所
的

な
渋
滞
対
策
や
休
憩
施
設
の
機

能
強
化
に
引
き
続
き
着
実
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
自
動
車
運

送
事
業
者
を
対
象
と
し
た
大
口

・
多
頻
度
割
引
の
拡
充
措
置
、

省
人
化
の
た
め
の
ダ
ブ
ル
連
結

ト
ラ
ッ
ク
の
利
用
促
進
、
特
殊

車
両
通
行
確
認
シ
ス
テ
ム
の
利

用
拡
大
な
ど
、
道
路
を
利
用
し

て
日
本
を
支
え
る
皆
様
が
活
動

し
や
す
い
環
境
の
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
整
備
に
関
す
る
課
題
は

山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
国
土

交
通
省
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

本
日
こ
こ
に
お
集
ま
り
の
皆
様

の
幅
広
い
ご
意
見
を
賜
り
な
が

ら
、
必
要
な
予
算
を
確
保
し
、

必
要
な
道
路
の
整
備
、
機
能
の

　

本
日
、
全
国
道
路
利
用
者
会

議
第
72
回
全
国
大
会
が
北
海
道

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と

を
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
古
賀
会
長
を
は
じ
め
と
す

る
会
員
の
皆
様
、
佐
々
木
道
路

局
次
長
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓

の
皆
様
の
ご
来
道
を
、
心
か
ら

歓
迎
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
30
年
９
月
に
発
生
を
い

た
し
ま
し
た
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
の
復
旧
・
復
興
に
あ
た
っ

活
動
は
も
と
よ
り
、
救
急
搬
送

や
災
害
時
の
緊
急
輸
送
な
ど
、

安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
確
保

に
不
可
欠
な
命
の
道
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

本
道
の
道
路
整
備
は
、
着
実

に
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

未
だ
に
主
要
都
市
間
を
結
ぶ
高

規
格
道
路
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン

ク
が
解
消
し
て
お
ら
ず
、
全
国

に
比
べ
て
、
整
備
が
後
れ
て
お

り
ま
す
。

　

本
年
８
月
の
記
録
的
な
大
雨

で
は
、
幹
線
道
路
の
通
行
止
め

や
河
川
の
氾
濫
な
ど
、
様
々
な

被
害
が
発
生
を
し
、
道
民
の
皆

様
の
暮
ら
し
や
経
済
活
動
に
大

き
な
影
響
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
海
溝
・
千
島
海

溝
沿
い
の
巨
大
地
震
の
懸
念
も

あ
り
、
災
害
に
強
い
強
靭
な
北

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
に
は
引
き
続
き
お
力

添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
は
今
年
、
市
制

施
行
か
ら
１
０
０
年
、
札
幌
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
と
政

令
指
定
都
市
へ
の
移
行
か
ら
50

年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
振
り

返
り
ま
す
と
、
札
幌
の
街
は
、

１
９
７
２
年
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
開
催
に
よ
り
、
道
路
や

地
下
鉄
を
は
じ
め
と
す
る
様
々

な
交
通
網
が
整
備
を
さ
れ
、
利

便
性
が
格
段
に
向
上
い
た
し
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
50
年
が
経
過

し
、
現
在
は
一
斉
に
更
新
の
時

期
を
迎
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
本
市
で
は
老
朽
化

し
た
イ
ン
フ
ラ
へ
の
対
応
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
２
０
３
０
年

度
末
に
北
海
道
新
幹
線
が
、
札

幌
に
延
伸
さ
れ
る
こ
と
を
見
据

え
て
、
国
道
５
号
創
成
川
通
に

お
け
る
都
心
ア
ク
セ
ス
道
路
の

整
理
や
、
新
幹
線
と
高
速
バ
ス

が
直
結
す
る
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
高
機
能
化
を
目
指
す
「
札
幌

駅
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
の
事
業

計
画
の
検
討
を
進
め
る
な
ど
、

交
通
基
盤
の
再
整
備
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
魅
力
的
な
札
幌
の
街
を
次

の
世
代
に
持
続
可
能
な
形
で
繋

げ
て
い
く
た
め
、
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
通
じ
、
引
き
続
き
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
大
会
は
、
道
路
行
政
に
携

わ
る
多
く
の
皆
様
と
国
民
生
活

の
安
定
や
進
展
へ
の
思
い
を
共

有
出
来
る
大
変
有
意
義
な
場
で

あ
り
ま
す
。
昨
今
、
様
々
な
要

因
に
よ
り
資
材
価
格
が
高
騰
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
中

で
あ
っ
て
も
国
民
の
生
活
を
守

り
、
社
会
の
重
要
な
機
能
を
維

持
す
る
た
め
、
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靭
化
に
係
る
予
算
や
、

道
路
整
備
・
管
理
を
安
定
的
に

進
め
る
た
め
の
道
路
予
算
の
総

額
確
保
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
の
貴
重

な
機
会
を
活
か
し
、
国
へ
の
要

望
決
議
等
含
め
て
、
皆
様
と
心

を
一
つ
に
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

〔
新
選
出
理
事
〕

群
馬
県
・
熊
川　

栄

千
葉
県
・
池
田
和
彦

千
葉
県
・
伊
藤
友
則

山
梨
県
・
堀
内
富
久

山
梨
県
・
舩
木
直
美

富
山
県
・
武
隈
義
一

愛
知
県
名
古
屋
市
・
田
中
里
佳

滋
賀
県
・
甲
斐
切　

稔

滋
賀
県
・
田
畑
太
郎

奈
良
県
・
森
島
和
洋

岡
山
県
・
永
山
久
仁
彦

徳
島
県
・
藤
井
正
助

香
川
県
・
大
山
一
郎

香
川
県
・
佐
伯
明
浩

福
岡
県
・
遠
田
孝
一

宮
崎
県
・
佐
藤　

貢

横
浜
市
・
手
塚
文
雄

特
別
会
員
・
石
井
敏
行

本
部
・
丸
山　

荘

〔
新
承
認
副
会
長
〕

本
部
・
丸
山　

荘

四
国
地
区
（
香
川
県
）
・
大
山

一
郎

〔
新
指
名
常
任
理
事
〕

群
馬
県
・
茂
原
荘
一

千
葉
県
・
池
田
和
彦

山
梨
県
・
堀
内
富
久

富
山
県
・
武
隈
義
一

滋
賀
県
・
甲
斐
切　

稔

奈
良
県
・
森
島
和
洋

徳
島
県
・
藤
井
正
助

横
浜
市
・
手
塚
文
雄

特
別
会
員
・
石
井
敏
行

〈
敬
称
略
〉

開
会
の
こ
と
ば
・
議
長

北
海
道
議
会
議
員

千
葉
英
也
全
国
大
会
実
行
委
員
会

委
員
長　

現
在
、
我
が
国
は
、

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る

自
然
災
害
、
さ
ら
に
は

長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
っ
て
影
響
を
受
け
た

社
会
経
済
や
国
民
生
活

へ
の
対
応
な
ど
、
多
く
の
課
題

に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
ト
ラ
ッ

ク
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
の
業

界
の
皆
様
を
は
じ
め
、
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
、

人
流
・
物
流
を
支
え
、
社
会
経

済
、
国
民
生
活
を
お
支
え
い
た

だ
い
て
い
る
全
て
の
関
係
の
皆

様
に
、
ま
ず
も
っ
て
心
か
ら
敬

意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
深

来
賓
挨
拶

国
土
交
通
大
臣
代
理

佐
々
木
正
士
郎
国
土
交
通
省

道
路
局
次
長

　

古
賀
会
長
を
は
じ
め
、
全
国

か
ら
お
集
ま
り
の
皆
様
に
は
、

日
頃
よ
り
道
路
行
政
に
対
す
る

ご
理
解
・
ご
支
援
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
、
こ
こ
札
幌
市
に
お
い

て
、
「
全
国
道
路
利
用
者
会
議

第
72
回
全
国
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い

し
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

備
も
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

北
海
道
道
路
利
用
者
会
議
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の

課
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
高

規
格
道
路
か
ら
生
活
道
路
に
至

る
道
路
網
の
整
備
を
推
進
す
る

た
め
、
必
要
な
予
算
の
確
保
に

向
け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本

日
、
お
集
ま
り
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
も
今
後
と
も
一
層
の

ご
理
解
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
大
会
終
了
後
に
は
、
道
路

視
察
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
さ
れ
る
皆
様
に
は
、
北
海

道
の
道
路
整
備
状
況
を
ご
覧
い

た
だ
き
、
民
族
共
生
象
徴
空
間

「
ウ
ポ
ポ
イ
」
に
お
い
て
、
北

海
道
固
有
の
ア
イ
ヌ
文
化
に
触

れ
る
と
と
も
に
、
道
内
の
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
魅
力
を
感

じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

向
上
を
着
実
に
推
進
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

て
は
、
国
会
議
員
や
国

土
交
通
省
の
皆
様
を
は

じ
め
、
多
く
の
方
々
か

ら
温
か
い
ご
支
援
を
賜

り
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
厚
く
皆
様
に
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

道
路
は
、
社
会
基
盤
の
根
幹

と
な
る
施
設
で
あ
り
ま
す
。
と

り
わ
け
北
海
道
は
、
都
市
間
距

離
が
全
国
平
均
の
２
倍
か
ら
３

倍
と
い
う
広
域
分
散
型
の
地
域

構
造
に
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

高
規
格
道
路
を
は
じ
め
と
す
る

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
経
済

来
賓
挨
拶

鈴
木
直
道
北
海
道
知
事

お
集
ま
り
の
関
係
者
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
よ
り
道
路
の

整
備
促
進
や
、
道
路
利

用
者
の
安
全
と
利
便
性

の
向
上
に
関
す
る
事
業

な
ど
を
通
じ
て
、
人
々

の
生
活
を
支
え
て
お
ら
れ
ま
す

こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
の
際
、
ま

た
、
昨
冬
の
記
録
的
な
大
雪
の

際
に
は
、
北
海
道
開
発
局
の
皆

様
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
に

ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
も
う
す
ぐ
冬
の
季
節

が
到
来
を
い
た
し
ま
す
が
、
安

全
・
安
心
な
冬
の
道
路
環
境
の

実
現
に
向
け
、
状
況
に
即
し
た

排
雪
作
業
の
徹
底
や
、
雪
堆
積

場
の
増
強
な
ど
、
様
々
な
取
り

来
賓
挨
拶

秋
元
克
広
札
幌
市
長

　

全
国
道
路
利
用
者
会
議
第
72

回
全
国
大
会
が
、
２
年
ぶ
り
に

こ
こ
札
幌
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
全

国
か
ら
札
幌
に
お
越
し
い
た
だ

い
た
皆
様
を
、
市
民
を
代
表
し

て
心
か
ら
歓
迎
申
し
上
げ
ま

す
。

　

古
賀
誠
会
長
を
は
じ
め
、
全

国
道
路
利
用
者
会
議
の
皆
様
、

海
道
づ
く
り
は
大
変
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
不
安
定
な
国
際

情
勢
を
背
景
に
、
我
々
の
生
活

に
欠
か
せ
な
い
食
の
安
定
供
給

へ
の
不
安
が
広
が
る
中
、
食
料

自
給
率
２
０
０
％
を
越
す
本
道

が
、
我
が
国
の
食
料
安
全
保
障

に
、
よ
り
一
層
貢
献
を
し
て
い

く
た
め
に
も
、
物
流
を
支
え
る

道
路
網
の
整
備
が
ま
す
ま
す
重

要
と
な
り
ま
す
。

　

北
海
道
と
し
て
は
、
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
は
も
と
よ

り
、
道
路
施
設
の
老
朽
化
対
策

や
交
通
安
全
対
策
を
し
っ
か
り

と
を
進
め
る
た
め
に
、
必
要
な

予
算
の
確
保
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
、
皆
様
の
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

次
に
掲
げ
る
項
目
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
実
現
す
る
こ
と
。

一
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
に
必
要
な
予
算
・

財
源
を
例
年
以
上
の
規
模
で
確
保
し
、
計
画
的
に
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
５
か
年
加
速
化
対
策
後
も
予
算
・
財
源
を
通
常
予
算
と
は
別
枠
で
確
保
し

て
、
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と

一
、
災
害
へ
の
備
え
及
び
観
光
等
の
経
済
活
動
復
興
の
た
め
、
人
流
・
物
流
の
活
性

化
に
向
け
た
高
規
格
道
路
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
、
四
車
線
化
等
と
ダ

ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

一
、
重
要
物
流
道
路
の
整
備
推
進
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

一
、
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
の
利
用
者
目
線
で
の
渋
滞
対
策
の
推
進
、
交

通
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
休
憩
施
設
の
機
能
強
化
及
び
公
共
交
通
の
維
持
・
支
援

一
、
高
速
道
路
料
金
に
つ
い
て
、
利
用
に
応
じ
た
料
金
制
度
と
し
つ
つ
、
事
業
者
向

け
割
引
の
継
続

一
、
子
供
達
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
通
学
路
等
の
交
通
安
全
対
策
の
強
化
・

推
進
と
必
要
な
予
算
の
継
続
的
な
確
保

　

こ
れ
ら
の
項
目
を
踏
ま
え
、
資
材
価
格
が
高
騰
す
る
中
で
も
必
要
な
道
路
整
備
・

管
理
が
長
期
安
定
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
新
た
な
財
源
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、

令
和
五
年
度
道
路
関
係
予
算
は
、
所
要
額
を
満
額
確
保
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
地
域
経
済
を
支
え
る
た
め
、
公
共
事
業
を
含
む
補
正
予
算
を
速
や
か
に
編

成
す
る
こ
と
。

令
和
四
年
十
月
二
十
日

全
国
道
路
利
用
者
会
議

第
七
十
二
回
全
国
大
会

役
員
の
一
部
改
選

決
　
議

来
賓
挨
拶

鈴木宗男
参議院議員


